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平成 26 年度第 4回政策会議概要 

 

１ 開催日時：平成 26 年 5 月 7 日（水）9:30～9:50 

２ 開催場所：プレゼンテーションルーム 

３ 議事概要：以下のとおり 

  （●議題提出部局説明・回答、☆意見・質問） 

 

 

議題１ 「県民の声を受けて」公表分の概要について  

●竹内戦略企画部長（資料 1に基づき説明） 

県民の声を受けて 4月 16 日及び 5月 1日付けで県ホームページに公表した概

要であるが、県民の声の件数は 31 件で、県の対応件数は 34 件であった。 

主な内容としては、職員の勤務、行動等に関する苦情、激励・賛同が 3 件、

職員の気付きに繋がると思われるものとして、情報公開の対応に関する相談が 2

件寄せられている。 

また、県政への反映区分のうち「県民の声を受けて実施した」が 4件あった。

各部局においては、内容をよく確認し、適切に対応していただきたい。 

（質疑等なし） 

 

 

議題２ 地方自治法施行 60 周年記念千円銀貨幣プルーフ貨幣セット（三重県）

の販売について 

●笠谷課長【政策提言・広域連携課】（資料 2に基づき説明） 

平成 19 年の地方自治法施行 60 周年を契機として、平成 20 年度から 8年間に

わたり、47 都道府県ごとにデザインされた記念貨幣（千円銀貨幣、5百円貨幣）

が順次発行され、三重県分の「千円銀貨幣プルーフ貨幣セット」について、販

売申込みの受付が開始された。 

三重県内に居住している申込者については、当選確率が他県からの申込と比

べて当選確率が 2倍になるよう配慮がされている。 

ついては、職員への周知にご協力いただくとともに、お知り合いの方への積

極的なご紹介をお願いいたしたい。 

 

○髙沖環境生活部長 

パンフレットで紹介されている各セットの掲載順序はどのように決めている

のか。 

 

○笠谷課長【政策提言・広域連携課】 

パンフレットは販売者である造幣局が作成しており、掲載の順序は人気や金
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額等を勘案して作成しているのではないかと思われる。なお、これまで発行さ

れたものと同様である。 

 

 

その他  

☆竹内戦略企画部長 

議題については以上であるが、お手元に映画「ＷＯＯＤ ＪＯＢ！（ウッジ

ョブ！）」のチラシを配布したので、何かあればお願いしたい。 

 

☆鈴木知事 

「ウッジョブ！」は、5月 10 日に公開。映画にとっては、初日が非常に重要。

公開初日に何人来たかが重要なので、5月 10 日はよろしくお願いする。 

春の政策協議では、共通して気になったのは目標の必達意識。状況変化は理

解できるが、目標は県民、議会に約束したものであり、必達意識を改めて持っ

てもらいたい。そこが若干弱いように感じた。予算や組織の議論の際には、県

民力ビジョン達成のためという議論をしており、その説明が嘘にならないよう

にお願いしたい。それぞれの施策については、個別議論のとおりお願いする。 

また、先週、ロンドンを訪問して、人生で初めての経験もあった。今後、雇

用経済部で整理のうえ、各部にお願いすることも出てくる。国際戦略というと、

雇用経済部、観光・国際局、農林水産部、ライフイノベーションに限られると

は思わずにもらいたい。青少年交流、医療、環境などもレベルアップに役立つ

のではと感じた。例えば、名古屋市では児童虐待についてロサンゼルスを参考

にしたり、三重県でも児童相談所はカナダの事例を研究したりしている。自分

たちのレベルアップのため、視野を広げるよう、色々な部局に内容を伝えてい

く。また、東京事務所、関西事務所については、以前から言っているが、大使

館、領事館とのネットワークをお願いしたい。 

 

☆加藤観光・国際局長 

 ｢ウッジョブ！｣について、若干の補足説明をしたい。チラシのロケ地マップ

に紹介されている場所には、看板を立てて記念撮影が出来るようになっている。

美杉の道の駅では、8月末まで記念館を設置し、映画で使われた大木などが展示

されている。また、県内イオンシネマでは映画半券でポップコーンサービス、

三重テラスでは、1週間限定で半券による記念品サービスを先着 200 名に実施し

ている。 

 

☆石垣副知事 

最近の知事の言葉を紹介したい。玄田東大教授の著書「希望のつくり方」の

中から、20 代～40 代で希望を持っている人の特徴として 3点を挙げている。①

夢、希望を修正したことがある、②挫折の経験がある、③無駄を許容できるマ

インドを持っている。 

本日は議会有志が熊野古道に行ってもらっており、南部地域活性化局長とス

ポーツ推進局長が同行している。昨年の訪問者数は 30 万人を越えたが、さらに
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多くの人に訪問をしてもらえるよう、皆さんも熊野古道に率先して行ってもら

いたい。 

 

☆鈴木知事 

熊野古道については、農林水産部は親子ツアーを企画し、地域連携部では、

１人１回熊野古道、をめざしていると聞いている。全庁的によろしくお願いし

たい。 


